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二
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

沖
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の
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事
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一 

 



 

沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
農
事
用
電
力
料
金
の
改
善
は
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
直
接
係
る
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
沖
縄
電
力
株
式
会
社
は
復
帰
後
相
次
い
で
五
回
も
電
気
料
金
の
値
上
げ
を
行
つ
て
き
た
。
特
に
、
昭
和
五
十

五
年
に
は
「
原
油
価
格
の
値
上
げ
」
と
「
設
備
投
資
に
よ
る
経
費
の
増
大
」
を
理
由
に
二
月
に
四
二
・
四
％
、
十
月
に

一
九
・
一
八
％
と
二
回
に
わ
た
り
大
幅
な
値
上
げ
を
行
つ
た
。
こ
の
た
め
、
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
現
行
料
金

は
、
本
土
の
九
電
力
平
均
料
金
の
電
灯
・
電
力
合
計
の
総
合
単
価
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
二
十
三
円
四
十
四
銭

（
昭
和
五
十
七
年
度
）
に
比
べ
一
七
・
七
％
も
割
高
と
な
つ
て
い
る
。
農
事
用
電
力
料
金
に
至
つ
て
は
、
九
電
力
平 

沖
縄
農
業
の
振
興
を
図
る
う
え
で
、
台
風
や
干
ば
つ
な
ど
の
自
然
災
害
に
強
い
農
業
作
り
が
不
可
欠
と
な
つ
て

い
る
。
自
然
災
害
に
強
い
農
業
に
す
る
た
め
に
は
、
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
農
業
基
盤
整
備
を
促
進
さ
せ
る
と

同
時
に
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
農
事
用
電
力
料
金
の
改
善
が
緊
急
の
課
題
と
な
つ
て
い
る
。 

沖
縄
の
農
事
用
電
力
料
金
引
下
げ
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
国
と
県
が
一
〇
〇
％
出
資
し
て
い
る
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金

が
、
民
間
電
力
企
業
よ
り
も
高
い
こ
と
自
体
問
題
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
沖
縄
電
力
株
式
会
社
は
、
電
力
を
使
用
し

な
い
時
期
で
も
高
い
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
間
契
約
制
度
を
農
事
用
電
力
料
金
に
採
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
巨
額
の
お
金
を
か
け
て
設
置
し
た
か
ん
が
い
施
設
も
十
分
利
用
さ
れ
な
い
事
態
さ
え
生
じ
て
い

る
。
今
夏
の
干
ば
つ
で
も
、
農
事
用
電
力
料
金
が
も
つ
と
安
け
れ
ば
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
か
ん
が
い
施
設
が

も
つ
と
普
及
し
、
被
害
は
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
生
産
農
家
か
ら
沖
縄
電
力
株
式
会
社

の
農
事
用
電
力
料
金
の
改
善
要
求
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
。 

均
の
総
合
単
価
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
十
四
円
八
十
三
銭
（
昭
和
五
十
七
年
度
）
に
対
し
、
沖
縄
電
力
株
式
会
社

は
四
十
円
三
十
二
銭
と
二
・
七
倍
も
割
高
と
な
つ
て
い
る
。 

干
ば
つ
常
襲
地
域
と
言
わ
れ
る
沖
縄
の
農
業
の
将
来
を
考
え
る
場
合
、
農
事
用
電
力
料
金
の
早
急
な
改
善
が
必 

四 

 



 

要
で
あ
る
。 

一 

前
回
の
電
気
料
金
の
値
上
げ
時
に
比
べ
て
、
原
油
価
格
の
値
下
が
り
な
ど
電
気
料
金
の
原
価
に
極
め
て
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
供
給
条
件
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
政
府
は
、「
原
油
価
格
が
引
下
げ
ら
れ
た
場
合
の
電
気
・

ガ
ス
料
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
電
気
・
ガ
ス
事
業
者
の
経
理
状
況
の
見
通
し
の
上
に
立
つ
て
、
今
後
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
」（
昭
和
五
十
八
年
三
月
八
日
、
我
が
党
の
岩
佐
恵
美
衆
議
院
議
員
提
出
の
「
原

油
値
下
げ
に
伴
う
電
力
・
ガ
ス
料
金
及
び
石
油
製
品
価
格
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
政

府
の
答
弁
書
）
と
し
て
い
る
。 

特
に
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
は
、
先
の
私
の
「
沖
縄
電
力
の
民
営
移
行
に
関
す
る
質
問

主
意
書
」
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
書
（
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
八
日
、
以
下
「
答
弁
書
」
と
言
う
。
）
で
、「
沖
縄

の
振
興
開
発
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
種
々
の
措
置
を
講
じ
、
沖
縄
県
に
お
け
る
電
気
の
供 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

三 

沖
縄
電
力
株
式
会
社
は
、
電
気
料
金
引
下
げ
の
要
請
に
対
し
て
原
油
価
格
の
値
下
げ
に
よ
つ
て
あ
る
程
度
の 

二 

政
府
は
私
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
「
答
弁
書
」
で
、「
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
も
原
価

主
義
の
原
則
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
農
事
用
電
力
料
金
を
含
む
電
気
料
金
の
引
下
げ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
つ
て
き
た
の
か
。 

公
共
料
金
と
し
て
の
電
気
料
金
が
地
域
的
に
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政

府
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
つ
て
い
る
の
か
。 

こ
の
た
め
、
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
農
事
用
電
力
料
金
は
北
陸
電
力
に
比
べ
、
低
圧
の
基
本
料
金
で
七
二
・

三
四
％
、
電
力
料
金
で
九
四
・
一
二
％
も
割
高
と
な
つ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
度
の
九
電
力
の
農
事
用
電
力

料
金
の
総
合
単
価
で
比
べ
る
と
、
実
に
二
・
七
倍
に
も
達
し
て
い
る
。 

給
コ
ス
ト
の
引
下
げ
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
え
て
い
る
。 

六 

 



 

四 

北
海
道
電
力
を
除
く
本
土
八
電
力
は
、
農
事
用
電
力
料
金
に
つ
い
て
季
節
契
約
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。 

沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
累
積
赤
字
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方

問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
当
時
の
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
植
松
公
益
事
業
部
業
務
課
長
が
、
「
沖
縄
県
民
の

負
担
に
よ
つ
て
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
国
等
が
負
担
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
解
消
せ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
政
府
は
、
現
在
沖
縄
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
事
業
税
の
軽
減
な
ど
種
々
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
累
積
赤
字
の
解
消
に
つ
い
て
は
特
別
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
を
伺
い
た
い
。 

黒
字
は
見
込
め
る
が
、
累
積
赤
字
が
あ
る
た
め
先
々
の
見
通
し
を
つ
け
た
上
、
九
電
力
の
平
均
水
準
に
持
つ
て

い
き
た
い
と
の
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
電
力
株
式
会
社
は
農
家
よ
り
要
望
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
し
な
く
て
も
電
力
料 

七 

 



 

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
間
契
約
を
農
家
に
強
要
し
て
お
り
、
言
語
道
断
で
あ
る
。 

ま
た
、
農
事
用
電
力
料
金
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
、
北
海
道
電
力
が
午
後
八
時
か
ら
翌
日
の
午
後
五
時
ま
で

と
な
つ
て
い
る
外
、
他
の
八
電
力
で
は
終
日
使
用
で
き
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

し
か
し
沖
縄
に
お
い
て
は
、
午
後
九
時
か
ら
翌
日
の
午
後
一
時
ま
で
と
な
つ
て
い
る
。
沖
縄
電
力
株
式
会
社

に
つ
い
て
も
、
農
事
用
電
力
の
使
用
時
間
は
農
家
の
実
状
に
沿
つ
た
も
の
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

政
府
は
大
株
主
と
し
て
沖
縄
電
力
株
式
会
社
に
全
面
的
な
経
営
責
任
が
あ
る
。
さ
ら
に
沖
縄
電
力
株
式
会
社

は
沖
縄
振
興
の
た
め
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
特
殊
法
人
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら

言
つ
て
も
、
沖
縄
電
力
株
式
会
社
は
政
府
が
直
接
責
任
を
有
す
る
電
力
会
社
で
あ
る
。 

政
府
は
、
農
事
用
電
力
料
金
の
使
用
契
約
に
つ
い
て
、
他
の
電
力
会
社
と
同
様
季
節
契
約
を
採
用
す
る
よ
う

沖
縄
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
、
行
政
指
導
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

八 

 



 

五 
本
土
九
電
力
と
比
べ
て
も
割
高
と
な
つ
て
い
る
沖
縄
電
力
株
式
会
社
の
農
事
用
電
力
料
金
は
、
政
府
が
沖
縄

振
興
開
発
計
画
に
沿
つ
て
進
め
て
い
る
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
宮

古
島
の
宮
古
地
区
で
、
受
益
面
積
八
千
二
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。 

政
府
は
か
か
る
事
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
農
事
用
電
力
料
金
の
改
善
は
農
業
基
盤
整
備
を

促
進
す
る
う
え
で
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
明
確
な
見
解
を
伺
い
た
い
。 

と
こ
ろ
が
同
地
区
で
は
、「
六
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
に
灌
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
高
い
電
力
料

金
に
対
応
し
き
れ
ず
、
施
設
の
機
能
が
半
減
し
て
い
る
」
（
昭
和
五
十
八
年
度
県
・
市
町
村
行
政
連
絡
会
議
資

料
）
と
し
て
、
関
係
自
治
体
か
ら
農
事
用
電
力
料
金
の
低
減
措
置
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
八
重
山

地
域
の
白
保
地
区
で
は
、
構
造
上
も
電
力
を
余
計
使
う
よ
う
に
で
き
て
い
る
た
め
も
あ
つ
て
全
く
施
設
が
遊
休

化
し
て
い
る
。 

九 

 



 

六 
農
事
用
電
力
料
金
の
改
善
と
と
も
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
農
業
基
盤
整
備
の
促
進
が
重
要
で
あ
る
。
政
府
自
ら

が
、
沖
縄
の
農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
「
沖
縄
農
林
漁
業
の
動
向
」（
昭
和
五
十
八
年
三
月
沖
縄
総
合
事
務
局
農

林
水
産
部
）
で
、「
依
然
と
し
て
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
状
況
は
本
土
に
比
べ
て
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
沖
縄
農
業

の
低
生
産
性
と
農
業
経
営
の
不
安
定
性
の
原
因
と
な
つ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

2 

宮
古
地
区
の
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
な
ど
か
ら
昭
和

五
十
九
年
度
に
全
体
実
施
設
計
採
択
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

1 

宮
良
川
地
区
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
昭
和
五
十
年
度
に
着
工
さ
れ
、
総
事
業
費

百
七
十
億
円
で
十
年
間
で
完
成
す
る
予
定
で
あ
つ
た
が
、
着
工
か
ら
九
年
間
た
つ
た
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で

で
達
成
率
は
わ
ず
か
四
一
％
に
過
ぎ
ず
、
工
期
は
昭
和
六
十
五
年
度
ま
で
と
な
つ
て
い
る
。 

政
府
は
こ
れ
以
上
の
遅
れ
を
出
さ
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
つ
も
り
な
の
か
。 

政
府
は
、
環
境
保
全
を
考
慮
し
な
が
ら
宮
古
地
区
の
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て
昭
和
五
十
九
年 

一
〇 

 



 

 

一
一 

度
に
全
体
実
施
設
計
の
採
択
を
行
い
、
早
期
着
工
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

3 
政
府
は
、
農
業
用
水
の
確
保
、
か
ん
が
い
排
水
施
設
、
ほ
場
な
ど
農
業
基
盤
を
総
合
的
・
計
画
的
か
つ
早

期
に
整
備
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
今
後
講
ず
る
の
か
、
政
府
の
具
体
的
な
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


